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研究成果の概要（和文）：認知症か正常か顔写真を用いてXceptionというAIモデルは正答率92.6%と高い弁別能
を示すことができた。より良いAIモデルの作成するには時間もかかるため、既存の「顔年齢」AIソフト
（Microsoft azure face API）によるAI顔年齢が認知機能（MMSE）と相関するか検討した。人で見た目年齢を評
価した方がMMSEに強く相関していたが、azureでは評価できなかった。その原因としてazureでは、暦年齢より15
歳ほど若く判定され最大値が74歳であり、日本人高齢者の判定が苦手である可能性が考えられた。日本人の顔判
定モデルは、日本人高齢者で作成する必要がある。

研究成果の概要（英文）：　An AI system, which would perform better than the human eye, we examined 
whether AI facial age reflects cognitive decline and MMSE score. The multiple existing AI models and
 "face age" AI software (Microsoft azure face API) were assessed.The Alzheimer's disease group (121 
people) and normal group participants (Kashiwa cohort study of 117 people) were photographed. We 
evaluated their faces using multiple AI models and the Microsoft azure face API to examine the 
relationship between cognitive decline and MMSE.
 The AI model called Xception showed high discrimination with a sensitivity of 87.3%, specificity of
 94.6%, and a correct answer rate of 92.6%. The scores calculated by the AI model correlated with 
cognitive decline more strongly in the lower half of the face than in the upper half. The AI azure 
facial age correlated with "10 later judged perceived age" (r= 0.791, p= 3.88×10-27)　but it would 
not correlate with MMSE.
 

研究分野：認知症

キーワード： 認知症　AI　顔写真
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
認知症は高齢化社会において最も深刻な問題の一つであり、今後の治療戦略においては早期診断がとても重要に
なっている。簡単で非侵襲的で安価な認知症のスクリーニングが望まれている。我々は、顔だけで認知症をスク
リーニングできることを世界で初めて示すことができたが、既存のAI azureモデルでは、顔年齢は認知機能低下
を反映していなかった。日本人高齢者の顔年齢AIソフトは、日本人の顔写真で作成する必要があり、また認知機
能低下を予測するより良いモデルも今後作成していく必要がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

 

2025 年には日本に認知症患者が 700 万に増えると予測されており、その前段階の軽度認知障害

MCI も 400 万人程度いると言われている。正常から MCI になる、また、MCI から認知症になる高齢者を

早期に発見し、介入できるよう、認知症早期発見ツールを開発したい。認知症の早期発見ツールは、ど

こでもでき、特別なスキルを要さず、簡便、安価であることが求められている。「物忘れ外来」といった名

前の外来が増えているが、受診したくない、またはできない高齢者も多く、高齢者健診の一環で、スクリ

ーニングができることが理想である。 

人工知能（AI）は、現在急速に発展している分野であり、医学においても様々な応用がされてきてい

る。我々は、早期認知症診断研究の一貫で、脳血流 SPECT の正常、 アルツハイマー病（AD）、 レビ

ー小体型認知症（DLB）の鑑別を比較的簡単な深層学習（deep learning）に行わせることができ報告し

た（Iizuka, Sci Rep., 2019）。しかしながら、脳血流 SPECT、PET 検査など核医学検査は 10～20 万円と

高額であり、3600 万人を超える 65 歳以上の高齢者の認知症スクリーニングには向かない。そこで、以

前から「認知症になると老けて見える」と「顔（表情）による認知症判別」に注目し、「見た目年齢」が認知

機能と強く相関すること（Umeda-Kameyama, GGI,2020）、パイロット研究で、AI モデルで 9 割の正答率

で認知症か正常か判別できたこと（Umeda-Kameyama, aging,2021）を報告した。顔を AI で認知症か正

常かスクリーニングできれば、採血や注射、放射線、腰椎穿刺などの侵襲は一切なく、費用も安い。顔

だけではなく音声や睡眠・活動データなど組み合わせることによってさらに良い精度を出すことも可能か

もしれない。 

 

２．研究の目的 

 

研究開始当初、様々なアルツハイマー病に対する治験が効果を期待できず打ち切りになっていたが、

発症した時には既に神経変性が進んでいるということが原因と思われている。したがって、発症前はリス

ク（動脈硬化疾患、低活動、肥満など）を減らし、認知機能低下を早期に診断することが重要である。食

事や運動など介入で認知症の発症や進行を抑えることができるとわかってきており、正常から MCI にな

る、また、MCI から認知症になる高齢者を早期に発見し、介入できるようになれば、認知症患者の増大

の抑制につながるかもしれない。 

認知症を診断するには、心理検査、頭部 MRI、脳血流 SPECT、髄液検査、アミロイド PET などがあ

る。しかしながら、コストや侵襲性からスクリーニングには向かない。そこで、簡便で安価な「顔（表情）か

ら認知症を判別するモデル」の作成を目的とし、顔写真・音声（声）と認知機能のデータを集め、AI モデ

ルを作成することにした。コロナ禍でデータが思うように収集できなかったことを受け、既存の「顔年齢」

AI ソフト（Microsoft azure face API; AI azure）による AI 顔年齢が認知機能（MMSE）を反映しているか、

検討を行った。 

 
３．研究の方法 
 
研究１．顔写真から認知症かどうか判別するモデルの構築 

１）顔写真・認知機能テストデータ集積 

認知症患者は、東京大学医学部附属病院老年病科の外来・入院患者を対象にし、正常者は、9月
～11月に行われる柏コホート研究(平成24年より2年おきに実施されている東京大学高齢社会総合研究



機構による非介護地域高齢者の検診調査)、令和4年からは警察庁・警視庁に協力を要請し、滝野川庁
舎において運転免許証更新の認知機能検査受験する高齢者において、顔写真撮影・認知機能検査を
行った。 

２）Microsoft azure face APIによる解析                                            
研究１．より良い AI モデルの作成するには、さらに顔写真をあつめるために時間もかかるため、既存
の「顔年齢」AI ソフト（Microsoft azure face API; AI azure）による AI 顔年齢が認知機能（MMSE）を反映
しているか、また、azure face API の感情とうつスコア（GDS15）は関連するか検討を行った。 
アルツハイマー型認知症群は東大病院老年病科「物忘れ精査」患者（aMCI 含む）（121 名）病棟・

外来で話をしてリラックスしたところで撮影。正常群は柏コホートスタディー（117 名）の検診の最後に撮
影。いずれも無表情の顔写真用いた。Microsoft azure face API で顔の評価を行い、認知機能低下、
MMSE との関係を検討した。 
 
１．顔写真の準備 
アルツハイマー型認知症群は東大病院老年病科「物忘れ精査」患者（aMCI 含む）（121 名）病棟・外来
で話をしてリラックスしたところで撮影。正常群は柏コホートスタディーの検診の最後に撮影（117 名）い
ずれも「証明書写真を撮る感じで」と無表情の顔写真用いた。 
２．Microsoft azure face API で評価 
AI azure で顔年齢、感情（怒り、嫌悪、恐怖、幸福、悲しみ、驚き）を判定。 
３．AI azure 顔年齢は認知機能（MMSE）を反映しているか、うつスコア（GDS15）と感情のスコアの相関を
検討した。文献１）の人判定見た目年齢のデータを利用した。 
 
 

研究２．音声から認知症かどうか判別するモデルの検討        
                                                                                                   
下記、30 質問の録音を行い、音声特徴量をもちいた解析を行った。 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
４．研究成果 
 
研究１. 
１）顔写真から認知症を判別するＡＩソフトの開発 
 顔写真は、柏コホート 2000 枚、滝野川庁舎（運転免許更新の認知機能受験者）1800 名協力が得ら



れ、顔写真を撮影した。さらに顔写真と認知機能検査を行う必要があるため、今後も継続して顔写真を
集めるべく、複数の認知症専門外来の研究者と共同研究の申し入れをした。 
 
２）Microsoft azure face API による解析 

AI azure 顔年齢は、10 人の医療従事者で判定した「人判定見た目年齢」と相関していた（r＝ 0.791, 

ｐ＝ 3.88×10-27）（図 1）。 

 

 図１．AI azure 年齢と暦年齢、人判定見た目年齢の関係 

 

ＭＭＳＥと相関すると予測したが、AI azure による顔年齢判定では、暦年齢のほうが強い相関を示す結

果であった（表 1）。うつスコア（GDS15）と感情（怒り、嫌悪、恐怖、幸福、悲しみ、驚き）はいずれも相関

しなかった（図 2；悲しみとの散布図、表２）。 

 
 

 

表１．暦年齢、AI azure 年齢と MMSE との相関   図２．うつスコア（GDS15）と感情（悲しみ） 

 

 

表２．うつスコア（GDS15）と感情の相関 

 



＜考察＞ 

人判定見た目年齢と AI azure 顔年齢はかなり良い相関を示した。人判定見た目年齢は、暦年齢より

も認知機能とよい相関を示したが、AI azureの成績は、暦年齢に及ばなかった。その原因としてAI azure

では、暦年齢より 15 歳ほど若く判定され日本人の判定が苦手であったり、また、最大値が 74 であり高

齢者の判定が苦手の可能性が考えられた。人判定見た目も、最低 10 人の判定が必要であり、人数を

減らすとうまくいかない現状から、たった一つの AI モデルでは、評価できないのかもしれない。 

＜小括＞ 

75 歳以上の高齢者の顔写真で年齢を判定する AI ソフトはまだなく、 Microsoft azure face API よりも

「10 人の人判定見た目年齢」のほうが、認知機能を反映している結果となった。日本人の顔写真をさら

に集め、顔年齢 AI ソフトや認知機能低下顔判定ソフトの開発が望まれる。顔写真を用いて認知機能低

下を予測することができ、医療機関への受診を促すきっかけになると、将来的に、医療過疎地での認知

症スクリーニングや、認知症発症や悪化の予防、治療薬開始につながることも期待できる。 

 

研究２．音声から認知症かどうか判別するモデルの検討 

 

30 質問の会話の録音をし、音声特徴量をもちいた解析を行った。 

29 名（男性 7 名、女性 22 名）のデータを認知機能 MMSE の点数で 3 群に分け、それぞれのグループ

の自然言語処理モデルの開発を行った。 

本研究は東京大学 大学院新領域創成科学研究科の大学院生の学位論文として論文化された

（ Igarashi, Umeda-Kameyama, et.al. Assessment of adjunct cognitive functioning through intake 

interviews integrated with natural language processing models. Front Med (Lausanne), Apr 21,2023）。 

 現在、他の解析についても論文投稿中である。 

 
＜まとめ＞ 
 認知症かどうか顔（表情）や音声から判別できるＡＩモデルを開発した。今後安定したモデルを作成す
るべくさらに症例数を増やしていく。 
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